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 本発表では草津白根火山を対象とした人工地震探査の概要について述べる。本発表で述べる人工地震探査は

第六次火山噴火予知計画にそって 2003 年に行われた草津白根火山を対象とする集中総合観測の一環である。人工

地震探査は熱水活動および水蒸気爆発発生の場の解明に向けた草津白根火山山頂直下の地震波反射面分布の推定

および火山性地震震源決定精度の向上のための地震波速度構造の把握を目的として計画された。以下、この計画を

草津探査と略して称することにする。 

 草津探査は 2003 年 9 月 25 日～10 月 1 日の期間に実施され、東京工業大学をはじめ北海道大学、秋田大学、

防災科学技術研究所、東京大学、愛知教育大学、京都大学、九州大学から合計 21 人の研究者が参加してデータ取

得を行った。人工地震の震源には合計 40kg のダイナマイト発破を用い、山頂部に２ヶ所および山麓に１ヶ所の発

破点を配置した。山頂部の２発破点ではそれぞれ 5kg の薬量を用い、山麓では 30kg の薬量を用いた。これら３つ

の発破点をむすび合計 96 点の臨時観測点からなる観測網を展開した。観測網は高密度に配置された 71 点から構成

される山頂部観測網と、草津白根火山山体全域に展開された 25 点からなる広域観測網から構成された。観測点測

位にはラピッドスタティック法 GPS 測位とトータルステーションをもちいた。 

 発破作業は 9月 28 日 21 時 30 分から 22 時にかけて 15 分間隔で行われ、83 観測点で良好な波形データを取得

した。また、人工地震探査のために展開された臨時観測網では草津白根火山山頂部に発生する火山性地震の諸元の

把握を目的として、9 月 29 日早朝まで自然地震の待ち受け観測が行われ、複数の自然地震波形記録を得ることが

できた。 

 波形データは観測期間後に参加者に配布され、解析作業が進められている。 
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